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研究成果の概要：高度な技術に支えられている現代の社会生活において，複雑な製品やシステ

ムにおける品質の欠陥は，ときとして社会に大きな損害と被害をもたらすことになる．このた

めに，社会と技術の高度化が進むにつれて，社会と消費者に対する品質保証の活動が重要な意

義を有する．本研究課題では，製造段階から出荷段階に至る一連の生産システム全体を管理の

対象として捉え，一連の流れのもとで品質保証を実現するための科学的アプローチの開発に着

手した． 
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１． 研究開始当初の背景 

 
 高度な技術に支えられている現代の社会
生活において，複雑な製品やシステムにおけ
る品質の欠陥は，ときとして社会に大きな損
害と被害をもたらすことになる．このために，
社会と技術の高度化が進むにつれて，社会と
消費者に対する品質保証の活動が重要な意
義を有するものとなってきた． 
 
(1) 製品の品質を獲得する上で，製品に関す

る検査法は重要な役割をもつことは明ら
かである．近年ではスキップロット検査
のように検査の経済性をも考慮し，検査
方式が開発されることが定法になりつつ
ある．この点において，従来の検査法が
必ずしも行き届いているわけではなく，
また検査の設計には高度な数理統計学的
解析方法を採用することが必要であり，
必ずしも容易な問題ではない． 
 

(2) 品質保証を実現する上で製品に関する検
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査法ばかりではなく，製品を製造する工
程をも管理の対象とし，この工程の管理
方法を構築することが肝要となる．現在
のコンピュータ・エイドによる工程解析
技術の進歩においては，工程の時系列的
な監視，あるいは多段階生産工程の監視
に有用な方法が注視されている． 
 

(3) 生産設備の運用問題に関してはさまざま
な考察がなされてきており，稼動設備の
可用性を特徴付けるアベイラビリティと
いった評価尺度が JIS および ISO におい
て規定されている．これを勘案して適切
な保全政策を立案することは，稼動設備
あるいはこれによって構成される工程の
信頼度を向上させることにくわえて，安
定した品質の製品を供給することにつな
がる． 

 
 
２．研究の目的 
  
本研究課題では，品質保証を実現するため

の信頼性工学的アプローチを確立する上で，
次の 3 つの点に着目する． 

 
(1) 製品に対する検査法とその経済性 
(2) 生産工程の時系列的解析 
(3) 信頼性・保全性を考慮した生産設備の運

用方法 
 
さらに，製造段階から出荷段階に至る一連

の生産システム全体をも管理の対象として
捉え，一連の流れのもとで品質保証を実現す
るための科学的アプローチの開発に着手す
る． 
 
３．研究の方法 
 
 本研究課題では，具体的に次のいくつかの
テーマについて検討し，この成果より品質保
証のための信頼性工学的アプローチ全体の体
系化を試みた． 
 
(1) 経済性基準に基づく製品検査法に関する

研究 
(2) 出荷検査法による在庫政策への影響とそ

の最適化に関する研究 
(3) 時系列工程解析法の開発とその運用法に

関する研究 
(4) 工程特性の推定法および状態変化要因の

解析法に関する研究 
(5) 工程能力指数に基づく工程解析法の開発

とその運用法に関する研究 
(6) 設備特性間の相違を考慮した生産設備の

信頼性評価法に関する研究 
(7) 適応型保全による待機冗長システムの信頼

度改善法に関する研究 
 
 
４．研究成果 
 
 ３での各テーマについての検討を通じて
いくつかの知見を得ることができ，適宜学術
会議での口頭発表，学術専門誌での発表を試
みた．各テーマの成果の概要は次の通りであ
る． 
 
(1) Taguchi Method における品質の経済性評

価を検査特性に採用し，品質保証とその経
済的運用を同時に考えた検査法を検討し
た． 
 

(2) 不適合品の混入を想定した在庫問題につ
いて考察し，不適合品の混入による情報の
不確実性の増大，及びその在庫政策での
経済性への影響についていくつかの知見
を得ることができた．これを通じて検査の重
要性再認識した． 
 

(3) 工程における品質特性値の時系列的挙動
を解析するための方法について検討し，情
報理論に基づく方法を確立した． 
 

(4) (3)での情報理論による方法を応用し，工
程での品質特性値の異常発生時点の推定
法について考察し，精度の高い方法を提
案することができた． 
 

(5) 工程を評価する指標のひとつである工程
能力指数を解析するための方法を考察し
た．同時に，Taguchi Method における品
質の経済性評価を応用し，解析方法の経
済的運用法についても検討した． 
 

(6) 複数の故障モードを想定した設備での
信頼性評価法について検討した．このと
き，従来のマルコフ性に基づく解法を非
マルコフ性に基づく状況へ近似的に応
用させる方法を考案し，これによる近似
的評価法を提案した． 
 

(7) 高信頼性を実現するために構築される
待機冗長システムでの保全政策につい
て検討した．このとき，システム内の状
況に応じて保全能力を適宜変更する適
応型保全政策について考察し，そのアベ
イラビリティを評価し，経済面での有用
性について言及した． 
 

これらより，製品の製造過程での「品質の
作り込み」の重要性について再確認すること
ができた．同時に，高度化する製造環境に対
応するべく高度な解析方法，安定的かつ経済



 

 

的運用方法の確立が急務であることを認識
することができた．これに対していくつかの
アプローチを提案することができたと言え
るが，まだまだ検討の余地はあり，今後につ
なげていきたい． 
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